
印
度
學
佛
敎
學
研
究
第
四
十
八
巻
第
二
号

平
成
十
二
年
三
月

三
二
八

大
乗
発
趣
と
僧
那
僧
涅

藤

近

恵

市

大
乗
仏
教
は
西
暦
紀
元
前
後
に
成
立
し
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
時
代
に
ク
シ
ャ
ー
ナ
王
朝
が
現
れ
た
。
そ
の
最
盛
期
に
君
臨
し
た
カ

ニ
シ
カ
王

は
ア
シ
ョ
ー
カ
王
に
な
ら
っ
て
仏
教
を
保
護
し
、
仏
典
の
第

三
結
集
、
寺
院
、
ス
ト
ゥ
ー
パ
を
建
立
し
、
ま
た
自
ら
仏
教
詩
人

ア

シ
ュ
ヴ
ァ
ゴ
ー
シ
ャ
を
招
い
て
い
る
。
部
派
教
団
は
国
王
等
の
経
済
的

援
助
を
受

け
、
広
大
な
領
地
を
所
有
し
、
そ
の
財
政
的
基
盤
の
上
に
煩

環
な
仏
教
研
究
を
行
っ
て
い
た
。

一
方
、
大
乗
教
団

へ
の
寄
進
を
示
し

た
碑
文
は
な
く
、
そ
の
実
態
は
謎
に
包
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
の
時
期
に

大
乗
仏
教

の
思
想
は
次
第
に
形
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

『出
三
蔵
記
集
』
の
説
に
よ
れ
ぼ
、
桓
帝

・
霊
帝

(
一
四
六
～
一
八
九
)

の
時
代
に
ク
シ
ャ
ー
ナ
の
沙
門
支
婁
迦
識
が
中
国
に
来
て

『道
行
般
若

経
』
『首
榜
厳
三
昧
経
』
『般
舟
三
昧
経
』
『阿
闊
世
王
経
』
『阿
〓
仏
国

経
』
『宝

積
経
』
『兜
沙
経
』
等
を
訳
出
し
た
と
記
し
て
い
る
。
本
論
稿

で
は
支
婁
迦
識
が
訳
出
し
た
経
典
の
内
、
特
に

『道
行
般
若
経
』
に
は

じ
め
て
説

か
れ
た
大
乗
発
趣
を
意
味
す
る
摩
詞
術
三
抜
致

と
摩
詞
僧
那
僧
涅

に
着
目

し
、
そ
の
思
想
的
影
響
を
考
察
し
て
み
た
い
。

ま
た
こ
の
思
想
は
、
『般
若
経
』
以
外
の
経
典

に
も
説
か
れ
て
い
る
。

『法
鏡
経
』
や
そ
の
異
訳
の

『郁
迦
羅
越
問
菩
薩
行
経
』
、
『
大
宝
積
経
』

「郁
迦
長
者
会
」
に
も
大
乗
と
僧
那
僧
涅
の
密
接
な
る
関
係
が
説
か
れ
、

菩
薩
は
輪
廻
の
世
界
に
何
度
も
現
れ
て
、
衆
生
救
済
を
続
け
る
と
述
べ

ら
れ
て
い
る
。
ま
た

『阿
閣
世
王
経
』
や
そ
の
異
訳
で
あ
る

『文
殊
支

利
普
超
三
昧
経
』
『未
曾
有
正
法
経
』
『放
鉢
経
』
に
も
、
菩
薩
は
涅
藥

に
入
る
こ
と
な
く
、
僧
那
僧
涅
の
菩
薩
行
を
実

践
す
る
こ
と
が
言
わ
れ

て
い
る
。
そ
の
他
に
は
、
『般
舟
三
昧
経
』
に
も
大
乗
と
僧
那
僧
涅

の

関
係
が
説
か
れ
、
『大
宝
積
経
』
「被
甲
荘
厳
会
」
に
も
大
乗
発
趣
と
菩

薩

の
僧
那
僧
涅
の
誓
願
が
説
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
『
大
方
等
大
集
経
』

に
お
い
て
も
、
菩
薩
は
大
誓
荘
厳
で
大
乗
に
進

み
入
る
こ
と
が
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
ま
た

『大
智
度
論
』
で
は
菩
薩

の
大
誓
荘
厳
と
し
て
、
僧

那
僧
涅
と
大
乗
仏
教

で
実
践
さ
れ
る
利
他
行
の
在
り
方
が
論
じ
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
多
く
の
諸
大
乗
経
典
や
論
書
で
は
、
菩
薩

の
大
乗

発
趣
と
僧
那
僧
涅
と
の
間
に
密
接
な
る
関
係
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
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三
二
九

る
。
、
ま
た
平
川
彰
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
僧
那
僧
涅
は
、
部
派
仏
教
の
文
献

や

『
マ
ハ
ー
ヴ
ァ
ス
ッ
』
等

の
仏
伝
文
学
に
は
現
れ
な
い
大
乗
仏
教
独

自
の
用
語

で
あ
り
、
大
乗
菩
薩
行

の
特
徴
を
表
し
た
重
要
な
教
理
で
あ

　
ユ
　

る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
意
味
は
大
鎧
に
よ
っ
て
武
装
す
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
他
に
は
作
大
荘
厳

・
大
誓
荘
厳

・
被
大

(功
徳
)
鎧

・
被

(大

乗
)
鎧

・
被
精
進
甲
等
に
漢
訳
さ
れ
て
い
る
。
菩
薩
が
衆
生
救
済

の
た

め
に
誓
願
を
立
て
て
、
大
乗
に
発
―趣
し
て
、
精
進

の
鎧
を
も
っ
て
武
装

し
、
勇
猛
果
敢
に
利
他
行
を
実
践
す
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
そ
こ
で

は
様
々
な
難
行
を
乗
り
越
え
る
不
屈
の
精
神
が
要
求
さ
れ
、
戦
士
が
甲

冑
に
身
を
固
め
て
、
怯
む
こ
と
な
く
戦

い
に
挑
む
姿
を
た
と
え
た
も
の

で
あ
る
。

こ
の
大
乗
発
趣
乏
僧
那
僧
涅
億

『道
行
般
若
経
』
『小
品
般
若
経
』
等

の
八
千
頒
般
若
系
統

の

「第

一
章
」
に
は
じ
め
て
説
か
れ
る
が
、
『放

光
般
若
経
』
『大
品
般
若
経
』
等

の
二
万
五
千
頒
般
若
系
統

で
は
大
乗

の
特
徴
を
表
す
内
容
と
し
て
著
し
く
増
大
拡
大
さ
れ
て
い
る
。

「発
趣

品
」
や

「僧
那
僧
涅
品
」
も

一
つ
の
章
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
。
こ
の

傾
向
は
他

の
大
乗
経
典
に
は
な
い

『般
若
経
』

の
特
徴
で
あ
り
、
大
乗

仏
教

の
思
想
形
成

の
過
程
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
拡
大

さ
れ
た
箇

所
に
は
、
あ
る
基
本
的
な
教
理
が
付
加
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

菩
薩
摩
詞
薩
以
こ不
住
法
】住

一般
若
波
羅
蜜
中
}。
不
生
故
。
応
レ具
二足
四
念

処
四
正
勤
四
如
意
足
五
根
五
力
七
覚
分
八
聖
道
分
。
空
三
昧
無
相
三
昧
無
作

三
昧
。
四
禅
四
無
量
心
四
無
色
定
八
背
捨
八
勝
処
九
次
第
定
十

一
切
処
。
九

相
脹
相
壊
相
血
塗
相
膿
燗
相
青
相
鰍
相
散
相
骨
相
焼
相
。
念
仏
念
法
念
僧
念

戒
念
捨
念
天
念
入
出
息
念
死
。
十
想
。
無
常
想
苦
想
無
我
想
食
不
浄
想

一
切

世
間
不
可
樂
想
死
想
不
浄
想
断
想
離
欲
想
壼
想
。
十

一
智
。
法
智
比
智
他
心

智
世
智
苦
智
集
智
滅
智
道
智
蓋
智
無
生
智
如
実
智
。
三
三
昧
。
有
覚
有
観
三

昧
無
覚
有
観
三
昧
。
無
覚
無
観
三
昧
。
三
根
。
未
知
欲
知
根
知
根
知
己
根
一。

:
仏
十
力
四
無
所
畏
四
無
閾
智
。
十
八
不
共
法
大
慈
大
悲
一。
當
レ習
二行
般
若

波
羅
蜜
一。
:
道
慧
:
道
種
慧
ご

一
切
智
:
一
切
種
智
:
六
神
通
:
諸
陀
羅
尼

門
諸
三
昧
門
:
三
昧
智
慧
解
脱
解
脱
知
見
:
諸
禅
定
解
脱
三
昧
:
三
十
二
相

　
　
　

八
十
階
形
好
・・:

こ
れ
ら
の
三
十
七
菩
提
分
法
、
三
三
昧
等

の
教
理
項
目
は

『大
品
般

若
経
』
「序
品
」
で
説
か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
二
万
五
千
頒
般
若
系

統
全
体
に
渡

っ
て
、
こ
れ
ら
の
教
理
を
中
心
に
し
た
教
え
が
展
開
さ
れ

て
い
る
。
「広
乗
品
」
で
は
菩
薩
摩
詞
薩
摩
詞
衛
、
す
な
わ
ち
大
乗
仏

教
の
特
色
を
示
す
も
の
と
し
て
次
の
よ
う
に
説

か
れ
て
い
る
。

菩
薩
摩
詞
薩
摩
詞
術
。
所
レ謂
四
正
勤
:
四
如
意
分
:
五
根
・五
力
:
七
覚
分

:
八
聖
道
分
:
三
三
昧
:
苦
智
集
智
滅
智
道
智
蓋
智
無
生
智
法
智
比
智
世
知

他
心
智
如
実
智
:
三
根
:
復
次
須
菩
提
。
菩
薩
摩
詞
薩
摩
詞
術
。
所
レ謂
三
三

昧
。
何
等
三
。
有
覚
有
観
三
昧
。
無
覚
有
観
三
昧
。
無
覚
無
観
三
昧
。
:
是

名
二菩
薩
摩
詞
薩
摩
詞
衛
一。
以
二不
可
得
一故
。
:
十
念
:
四
禅
四
無
量
心
四

無
色
定
八
背
捨
九
次
第
定
:
仏
十
力
:
四
無
所
畏
・・四
無
閾
智
:
十
八
不
共

法
:
字
等
語
等
諸
字
入
門
:
是
名
二陀
羅
尼
門
一。
所
レ謂
阿
字
義
:
若
菩
薩
摩
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三
三
〇

詞
薩

。
是
諸
字

門
印
阿
字

印
。
若
聞
若
受
若
諦
若
読
若
持
若
為
レ
他
説

。
如
レ

是
知
當

レ得

三
一十
功
徳

一。
:
須
菩
提
。
是
陀
羅
尼
門
字
門
阿
字
門
等
。
是
名

　
ヨ
　

二菩
薩
摩
詞
薩
摩
詞
街

一。

こ

の
よ

う

に
原

始

経

典

に
説

か

れ

る
教

理

や

三
昧

、

ま

た

陀

羅

尼

門

等

も
説

か

れ

て
大

乗

仏

教

の
定

義

づ

け

が

な

さ

れ

て

い
る
。

さ

ら

に
大

乗

発

趣

は
、

須
菩

提
。
菩
薩

摩
詞
薩
住

二
是
十
地
中

一。
以
二
方
便
力

一故
行
二
六

波
羅
蜜

一。

行

二
四
念
処

乃
至
十

八
不
共
法

一。
過

二乾
慧
地
性
地
八
人
地
見
地
薄
地
離
欲
地

已
作
地
辟

支
仏

地
菩

薩
地

一。
過

二
是
九

地

～住
二
於

仏
地

}。
是
為

二
菩

薩
十

　
　
　

地
}。
如
レ是
須
菩
提
。
是
名
こ菩
薩
摩
詞
薩
大
乗
発
趣
}

と
説
か
れ
て
、
六
波
羅
蜜
や
四
念
処
乃
至
十
八
不
共
法
、
菩
薩
の
十
地

の
視
点
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
僧
那
僧
涅
に

つ
い
て
は
、

爾
時
須
菩
提
白
レ仏
言
。
世
尊
。
菩
薩
摩
詞
薩
大
荘
厳
。
何
等
是
大
荘
厳
。
何

等
菩
薩
能
大
荘
厳
。
仏
語
二須
菩
提
一。
菩
薩
摩
詞
薩
摩
詞
術
大
荘
厳
。
所
レ謂

檀
那
波
羅
蜜
乃
至
般
若
波
羅
蜜
荘
厳
。
四
念
処
荘
厳
。
乃
至
八
聖
道
分
内
空

荘
厳
。
乃
至
無
法
有
法
空
。
十
力
乃
至
十
八
不
共
法
及
一
切
種
智
荘
厳
。
変
レ

へ
ら
　

身
如
二仏
荘
厳
一。

と
説
か
れ
て
、
菩
薩

の
大
荘
厳
、
す
な
わ
ち
僧
那
僧
涅
は
六
波
羅
蜜
、

四
念
処
乃
至
八
聖
道
分
、
内
空
、
無
法
有
法
空
、
十
力
乃
至
十
八
不
共

法
、

一
切
種
智

の
荘
厳
と
し
て
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
二
万
五
千
頒
般
若
系
統
に
増
広
拡
大
し
た
部
分

に
は
、

大
乗
発
趣
や
僧
那
僧
涅
を
始
め
と
し
て
、
八
千
頒
般
若
系
統
に
は
見
ら

れ
な
か

っ
た
教
理
法
数
が
挿
入
さ
れ
る
こ
と
で
、
大
乗

の
立
場
を
よ
り

明
確
に
説
明
す
る
特
徴
が
あ
る
。

と
こ
ろ
で

『般
若
経
』
が
拡
大
さ
れ
る
に

つ
れ
て
、
な
ぜ

こ
の
よ
う

な
教
理
が
付
加
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
多
く

の
教
理
は
原
始
経
典
以
来

の
も
の
で
あ
る
。
ま
た

『
パ
ー
リ
律
』
『五
分
律
』
『根
本
有
部
律
』
『十

諦
律
』
『
四
分
律
』
『僧
祇
律
』
等

の

『律
蔵
』

で
は
上
人
法
あ
る
い
は

　　
　

過

人

法

と

い
わ

れ

る
教

理
法

数

で
あ

る
。

こ

の
中

で
法

蔵

部

の
伝

持

し

た

『
四
分

律

』
、

大

衆

部

の
伝

え

た

『
僧

祇

律

』

の
上

人

法

は

具

体

的

で
数

多

く

あ

げ

ら

れ

て

い

る
。

そ

こ

に
は

全

て
で

は
な

い
が
、

二
万

五

千

頒

般

若
系

統

に
説

か

れ

た
教

理

法

数

と

共

通
す

る
も

の

が
幾

つ
か
見

ら

れ

る
。

ま

と

め

る
と

次

の

よ
う

に

な

る
。

念
在
身

・
正
憶
念

・
持
戒

・
有

欲

・
不
放
逸

・
精
進

・
得
定

(有
覚

有
観

三

昧

・
無
覚
有
観

三
昧

・
無
覚

無
観
三
昧

・
空
無
相
無
作
三
昧

・
正
受

・
有
道

・

修
習

(戒

・
定

・
智

・
解

脱
慧

・
見
解
脱
慧
)
有
慧

・
有
智

(法
智

・
比
智

・

等
智

・
他
心
智
)
見

(苦

・
集

・
壼

・
道
)
得

(須
陀
湛

・
斯
陀
含

・
阿
那
舎

・

　
　
　

阿
羅
漢
)
・
果

(須
陀
疸
果

・
斯
陀
含
果

・
阿
那
含
果

・
阿
羅
漢
果
)
『
四
分
律

』

十
智

(法
智

・
未
知
智

・
等
智

・
他
心
智

・
苦
集
滅
道
智

・
蓋
智

・
無
正
智
)
・

滅
蓋

解
脱

・
増
上
善
心

・
淳
熟
善

根

・
浄
不
浄
解
脱

・
明
法
須
陀

疸
果

・
所

摂
三
昧

・
善
入
出
住

・
正
受

・
作

証

・
止
観

ニ
ニ
一二
昧

・
三
明

・
四
念
処

・

四
正
勤

・
四
如
意
足

・
四
禅

・
四
無
量

心

・
四
無
色
定

・
四
聖
道

・
四
聖
種

・

四
聖
諦

・
四
沙
門
果

・
五
枝
定

・
五
根

・
五
力

・
五
解
脱

処

・
六
無

上
法

・

六
聖
法

・
六
出
要
界

・
六
念

・
六
通

・
七
財

・
七
無
著
法

・
七

三
昧

・
七
漏

蓋
力

・
七
覚
支

・
八
正
道

・
八
勝
処

・
八
解
脱

・
八
向
道
述

・
九
想

・
九
歓
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三
一三

喜
法

・
九
浄
行
満
足

・
九
次
第
定

・
十
賢
聖
住
処

・
十

一
切
入

・
十
離
熾
然

　
　

　

法

・
十
無
学
法

・十
種
漏
壼
力

『僧
祇
律
』

こ
の
上
人
法
は

『
四
分
律
』
波
逸
堤
法
八
条
、
『僧
祇
律
』
波
逸
堤

法
七
条

の

「向
未
受
具
足
戒
人
説
得
上
人
法
戒
」
に
よ
り
、
具
足
戒
を

受
け
て
い
な
い
在
家
の
人
々
に
内
容
を
説
く
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
八
千
頒
般
若
系
統
か
ら
二
万
五
千
頒
般
若

系
統
に
拡
大
発
展
す
る
中
で
、
大
乗
発
趣
や
僧
那
僧
涅
が
詳
し
く
説
明

さ
れ
る
が
、
な
ぜ
部
派
教
団
で
在
家
に
説
く
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
上
人

法
の
教
理
を
用

い
た
の
か
、
そ
の
点
で
あ
る
。
『律
蔵
』
の
条
項
は

「随

犯
随
制
」
で
あ
り
、
実
際
に
修
行
者
の
誰
か
が
教
団
の
秩
序
を
乱
す
行

為
を
し
た
場
合
に
制
定
さ
れ
、
学
処
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
上
人
法
を
在
家
に
説

い
た
例
が
あ
る
か
ら

「向
未
受
具
足
戒
人

説
得
上
人
法
戒
」
が
確
定
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
か
ら
も
、

こ
の
条
項
が
規
定
さ
れ
る
以
前
か
ら
教
団
内
に
上
人
法
の
教
理
を
用
い

て
在
家

に
説
法
し
た
者
が
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
問
題
点
が
あ
る
。
こ
の
上
人
法
を
得
て
い
な
い
の
に
、
偽
っ

て
他
人

に
説
く
と
波
羅
夷
罪
に
な
る
。
た
だ
し
自
分
は
悟

っ
た
と
慢
心

し
て
い
る
者
は
除
く
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
諸
律
に
共
通
し
て
説

か
れ
て

い
る
。
し
か
し
因
縁
讃
や
上
人
法
の
教
理
法
数
に
は
伝
持
さ
れ

た
部
派

に
よ
り
違

い
が
あ
る
。
そ
の
中

で
著
し
く
異
な
っ
て
い
る
の
は

『四
分
律
』
『僧
祇
律
』
で
あ
り
、
「書
を
な
す
」

「手
印
を
な
す
」
と
い

う
行
為

で
上
人
法
を
説
く
こ
と
を
禁
止
し
た
条
項
が
付
加
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ

は
他

の

『律

蔵

』

に

は
見

ら

れ

な

い
特

徴

で
あ

る
。
『
四
分

律

』

で

は
次

の
よ

う

に

説

い

て

い

る
。

如
レ
是
虚
而
不
レ
実
不
レ
知
不

レ
見
向

レ
人
説
言
。
我
得

二上
人
法

一
口
自
向
レ
人
説

前

人
知
者
波
羅
夷
。
説
而
不

レ知
者
楡

蘭
遮
。
若
遣

二手
印

一若
遣

レ
使
若
書
若

作
知

相
若
知

者
波
羅
夷
。
若
不
レ知

者
楡
蘭
遮
。
自
在
静
処

作
二
不
静
想

一
口
説

言
我
得
二
上
人
法

「楡

蘭
遮

。
不
静
処
作
二
静
処
想

}
口
説
言
我
得

二
上
人
法

}楡

蘭
遮

。
諸
天
阿
須
羅
乾
闘
婆
夜
叉
餓
鬼
畜
生
能
変
形
有
レ智

向
説
得
二
上
人
法

一

知

者
楡
蘭
遮

。
説
而
不
レ
知
者
突
吉
羅
。
手
印
遣
レ
使
若
書

若
作
二
知
相

　使
二
彼

知

一楡
蘭
遮

。
彼
不

レ
知
突
吉
羅
。

畜
生
不

能
変
形
者
向

説
レ
得

二
上
人
法

一突

吉
羅

。
若
人
実
得
レ
道
向
二
不
同
意
大
比
丘

一説
レ
得
二
上
人
法

一突
吉
羅
。
若
為
レ

人
説

二
根
力
覚

意
解
脱
三
昧
正
受
我
等

得

ロ
是
波
羅

夷
。
人
作
二
人
想

}波
羅
夷
。

人
疑
者
楡
蘭
遮
。
人
非

人
想
楡
蘭
遮
。
非
人
人
想
楡
蘭
遮
。
非

人
疑
亦
楡
蘭

　
　
　

遮

。

・:
・

ま

た

『
僧

祇

律

』

で

は
次

の
よ

う

に
言

わ

れ

て

い

る
。

比

丘
若
作
書
印
。
若
作

手
相
。
現
義
不
現
味
者
。
得
越
比
尼

罪
。

・
除
根
力

　り
　

覚
道
種
乃
至
至
世
間
善
法
。
小
小
威
儀
不
応
讃
歎
。
:

「書
を
な
す
」
と
は
具
体
的
に
は
不
明
で
あ
る
が
、
上
人
法
の
内
容

を
文
章
化
し
て
解
説
す
る
も
の
で
あ
る
。

「手
印
を
な
す
」
と
は
印
契

を
結
び
上
人
法
を
象
徴
的
に
説
明
す
る
こ
と

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
法
蔵
部
や
大
衆
部
で
は
、
在
家
者

に
た
い
し
て
、
悟

っ
て

い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
偽

っ
て
上
人
法

の
内
容
を
文
章
や
印
契

で

伝
え
る
も
の
が
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
上
人
法
を
説
く
相
手
は
人

間
ば
か
り
で
は
な
く
神
々
等
も
含
ま
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
禁
止
さ
れ
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三
三
二

て
い
る
。
ま
た
上
人
法
を
聞

い
た
相
手
の
理
解
に
よ
っ
て
波
羅
夷
罪
や

突
吉
羅
、
楡
蘭
遮
と
罪
に
差
が
あ
り
、
波
羅
夷
罪
の
判
定
基
準
に
曖
昧

な
点
も
あ
る
。
も
し
大
衆
部
や
法
蔵
部
の
修
行
者
が
大
乗
発
趣
と
僧
那

僧
涅
を
主
張
し
、
上
人
法

の
内
容
を
書
に
し
た
り
、
手
印
を
も
っ
て
説

明
す
れ
ぼ
、
『律
蔵
』
の
規
定
に
よ
り
波
羅
夷
罪
で
教
団
か
ら
追
放
さ

れ
る
か
、
突
吉
羅
、
楡
蘭
遮

の
罪
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
も
し
部
派

教
団
の
者
が
在
家
者
に
自
由
に
大
乗

の
実
践
を
説
く
た
め
に
は
、
部
派

か
ら
大
乗

へ
の
転
向
者
に
な
り
、
教
団
の
外

へ
出
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
水
野
弘
元
氏
は

『般
若
経
』
と
法
蔵
部
の
密
接
な
る
関
係
を

　　
　

指
摘
さ
れ
た
が
、
「向
未
受
具
足
戒
人
説
得
上
人
法
戒
」
、
「大
妄
語
戒
」

の
側
面

か
ら
も
見
て
も
法
蔵
部

・
大
衆
部
と

『般
若
経
』
の
間
に
は
何

か
の
相
関
関
係
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
諸
律
に

こ
れ
ら

の
条
項
が
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ど
の
部
派
か
ら
で
も
大
乗

に
転
向

す
る
者
が
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

以
上

の
よ
う
に
、
八
千
頒
般
若
系
統
か
ら
二
万
五
千
頒
般
若
系
統
に

拡
大
さ
れ
る
過
程
に
お
い
て
、
多
く
の
教
理
項
目
が
挿
入
さ
れ
て
、
大

乗
発
趣

と
僧
那
僧
涅
は
詳
説
さ
れ
て
い
る
。
問
題
は

『
四
分
律
』
『僧

祇
律
』
に
見
ら
れ
る
、
在
家
に
説
く
こ
と
を
禁
止
し
た
上
人
法

の
教
理

に
類
似
す
る
点
や
、
書
を
な
し
て
上
人
法
を
説
く
こ
と
を
禁
止
し
た
点

で
あ
る
。
特
に

「書
を
な
す
」
と
は
、
文
章
化
し
た
新
た
な
経
典

の
作

成
と
も
解
釈
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
条
項
は
、
『般
若
経
』
を
中

心
と
し
た
大
乗
仏
教

の
展
開
に
と
も
な
っ
て
付
加
さ
れ
た
学
処
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
推
測
す
る
な
ら
ぼ
、
『般

若
経
』
の
作
成
過
程
で
大
乗
発
趣
や
僧
那
僧
涅
が
強
調
さ
れ
始
め
た
時

期
に
、
『律
蔵
』
の
規
定
に
し
ば
ら
れ
な

い
自
由
な
立
場
を
求
め
て
、
部

派
か
ら
大
乗

へ
の
転
向
者
が
続
出
し
、
大
乗
仏
教
と
部
派
仏
教
は
教
理

的
に
は
連
続
し
た
側
面
を
見
せ
、
教
団
あ
る

い
は
学
派
と
し
て
は
異

な
っ
た
二
重
構
造
の
仏
教
に
変
容
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
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